
自
転
車
運
転
者
講
習
っ
て

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
だ
け
で
な
く
、

自
転
車
の
運
転
で
あ
っ
て
も
ル
ー
ル
を

理
解
し
、事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

自
転
車
運
転
者
講
習
は
、
危
険
行

為
で
３
年
以
内
に
２
回
以
上
摘
発
さ

れ
た
14
歳
以
上
の
自
転
車
運
転
者
に

受
講
を
義
務
付
け
る
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
危
険
行
為
は
、
酒
酔

い
運
転
、
信
号
無
視
や
一
時
不
停
止

な
ど
の
14
項
目
が
あ
り
、
受
講
に
応

じ
な
い
場
合
は
５
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な

い
自
転
車
運
転
者
が
増
え
、
事
故
が

深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

損
害
賠
償
約
９
５
０
０
万
円

　

自
転
車
が
関
係
す
る
交
通
事
故

で
、
加
害
者
側
が
多
額
の
損
害
賠
償

を
命
じ
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

歩
行
者
が
小
学
校
５
年
生
の
児
童

が
乗
る
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
は
ね

ら
れ
、
被
害
者
は
頭
の
骨
を
折
る
重

傷
を
負
っ
て
寝
た
き
り
と
な
り
、
そ

の
家
族
と
保
険
会
社
が
児
童
の
親
を

相
手
に
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
起

こ
し
ま
し
た
。
裁
判
所
は
親
の
監
督

義
務
責
任
を
認
め
、
児
童
の
親
に
約

９
５
０
０
万
円
の
損
害
賠
償
を
命
じ

ま
し
た
。

県内・伊予警察署管内における
交通事故の発生件数と死傷者数（平成27・28年）

参考：愛媛県警ホームページ

区分
28年 27年 増減

県内 管内 県内 管内 県内 管内

発生件数 4,497
（779）

181
（23）

5,086
（864）

201
（25）

-589
（-85）

-20
（-2）

傷者数 5,316
（739）

215
（22）

5,962
（810）

235
（20）

-646
（-71）

-20
（+2）

死者数 77
（13）

8
（0）

78
（17）

2
（1）

-1
（-4）

+6
（-1）

（  ）は全事故における自転車事故の数。自転車事故の発生件数は、第１、第２当事者の合計

interview

最近では、カッコいいヘルメットの他に、帽子に
見えるおしゃれなヘルメットもあります

●ヘルメットが命を救う

　平成 28 年２月、松山市内で、高校生が自転車で道

路を横断中に、右から進行してきた乗用車と衝突しま

した。はねられた高校生は、車のフロントガラスと路

面で頭部を強打しましたが、幸いにも命は助かりまし

た。きちんとヘルメットを着用していたからです。

　現在では、通学できるまで回復したそうです。

　県警では、衝突の衝撃などから判断して、ヘルメッ

トを着用していなければ命が危なかったとみています。

被害者にも加害者にもならないためにー

ルールをしっかり守ることが大切

　自転車に乗る時に気を

付けてほしいことは、被

害者にも加害者にもなら

ないようにすることです。ヘルメットをきちんとかぶ

り、自分の身は自分で守るー。自転車も車の仲間で

あることを意識し、歩行者に配慮して運転するー。「自

分一人くらい守らなくても」、「ちょっとそこまでだか

ら」と思わず、ルールをしっかり守ることが大切です。

伊予警察署
交通課長
警部　石丸  浩子 さん 

特
集そ

の
乗
り
方
、
大
丈
夫
？

山
が
な
く
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
、
松
前
町
。

自
転
車
は
、
手
軽
で
便
利
な
交
通
手
段
の
一
つ
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
安
全
な
乗
り
方
を
し
な
い
と

大
き
な
け
が
を
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

県内自転車事故の死因内訳（平成 28 年）

全損
（１人）

頭部
（８人）

腰部
（１人）

その他
（３人）

約6割が
頭部損傷が原因

㊧事故でフロントガラス
が大破　㊤衝撃に耐えた
ヘルメット
提供：愛媛県警察本部交通企画課

も
し
も
の
と
き
の
備
え
を

　

こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
、
県

は「
愛
媛
県
自
転
車
の
安
全
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
」を
制
定
し
、

そ
こ
で
、
自
転
車
が
関
係
す
る
交
通

事
故
で
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
た

め
に
、
保
険
や
共
済
な
ど
に
加
入
す

る
こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。 

　

自
転
車
事
故
は
、
自
分
だ
け
で
な

く
、
家
族
の
誰
も
が
被
害
者
に
も
加

害
者
に
も
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

一
番
は
事
故
の
当
事
者
に
な
ら
な
い

こ
と
で
す
が
、
自
転
車
利
用
者
は
、

も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
必
要
な
準

備
を
し
て
お
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。

自
転
車
事
故
の
現
状

　

平
成
28
年
中
に
お
け
る
伊
予
警
察

署
管
内
で
の
自
転
車
事
故
件
数
は
23

件
で
、
負
傷
者
は
22
人
で
す
。
幸
い

に
も
本
町
で
自
転
車
事
故
に
遭
い
、

亡
く
な
っ
た
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
県
内
で
見
る
と
、
自
転
車

事
故
で
13
人
が
命
を
落
と
し
て
お
り
、

交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
の
約
２

割
に
当
た
り
ま
す（
下
の
表
）。
そ
の
死

因
内
訳
を
見
る
と
、
頭
部
損
傷
が
８

人
、全
損
が
１
人
、腰
部
損
傷
が
１
人
、

そ
の
他
の
原
因
が
３
人
と
な
っ
て
い
ま

す（
下
の
グ
ラ
フ
）。

　

自
転
車
事
故
で
命
を
落
と
し
た
約

６
割
の
人
が
、
頭
部
損
傷
で
死
に
至
っ

て
お
り
、
亡
く
な
っ
た
人
は
全
員
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

命
を
守
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　

命
を
守
る
た
め
に
は
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
が
有
効
で
す
。
28
年
中
の

県
内
自
転
車
運
転
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
率
は
、
約
６
割
―
。
県
警
は
、

頭
部
損
傷
で
亡
く
な
っ
た
８
人
の
う

ち
、
４
人
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ

て
い
れ
ば
命
が
助
か
っ
た
と
み
て
い

ま
す
。

　
「
か
ぶ
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」と

後
悔
し
な
い
よ
う
、「
車
や
バ
イ
ク
と

同
じ
乗
り
物
」と
い
う
意
識
を
持
っ
て

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
自
転
車
に

乗
り
ま
し
ょ
う
。
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interview

車道は、左側通行

自転車は、車道が原則
歩道は例外

覚えておこう
自転車安全利用五則

子どもは、
ヘルメットを着用する

「愛媛県自転車の安全な利用の促進に関する条例」では、励行事項と
して、全ての自転車利用者にヘルメットの着用を規定しています。

歩道は、歩行者優先
車道寄りを徐行

自転車は、車道が原則歩道は、歩行者優先

安全ルールを守る

２
３
１

ルールを守るのに高校生も大人も関係ない

伊予高等学校の取り組み
伊予高等学校
（写真左から）

川野  光正先生
近藤  七菜海さん
木下  雅之さん 
黒木  吾緒先生

　自転車交通マナー向上対策実践指定校の伊予高等学校。
危険箇所マップの作成や定期的な登校指導など、

交通委員会を中心に、交通マナーの向上に取り組んでいます。

　全校生徒の交通マナー向上のため交通委員会で活動す
る中で、自身の自転車の乗り方を見直すようになった委
員長の木下さん。「通行量が多い道路では、左側の歩道
を走り歩行者とぶつからないよう気を付けています」と
話すと、副委員長の近藤さんも「ヘルメットをかぶりは
じめたときは『面倒だな』と思っていましたが、今では
かぶらないと落ち着かないです」ときっぱり。安全な乗
り方が習慣化されています。
　一方「最近は少ないですが、ヘルメットをかぶってい
ない他校の生徒にも注意しています」と話す黒木先生。
安全な乗り方は一部の人が習慣化しても意味がありませ
ん。「自分の命を大切にするため高校生も大人も関係なく、
ルールを守ることが大事」と川野先生は訴えていました。

参考：愛媛県警ホームページ

1_登校中の様子。全員がヘル
メットを着用　2_ 定期的に安
全チェック　3_ 交通委員が作
成した「松前町交通事故危険
箇所マップ」。　町内の小中学
校や公民館などに配布

乗る前に運転中に

異常を見つけたら
連絡する

■道路、交通安全施設
（ガードレール、視線
誘導標など）
　道路の陥没や交通安
全施設の破損を見つけ
たときは、まちづくり
課に連絡してくださ
い。

■カーブミラー
　鏡面・支柱の割れやさ
びを見つけたときや、鏡
面の向きを調整してほし
いときは、カーブミラー
に貼ってあるシールの番
号を交通安全指導員か町
民課に連絡してください。

安
全
に
自
転
車
に
乗
る
た
め
に

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

気
軽
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
自
転
車
も
、

私
た
ち
の
命
を
預
け
る
乗
り
物
で
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

安
全
に
乗
る
た
め
に
―
。

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

定期的に点検する

　自転車をチェーンやギアなどの部品と同じ目線で
じっくり観察すると、汚れ、さびやワイヤーのほつれ
などさまざまなトラブルの原因に気付きます。
　こうした原因を放っておくと、部品の消耗を早める
だけでなく、場合によっては事故につながることもあ
ります。

　  ブレーキは前後ともよく利くか
　  ライトは明るくつくか
　  タイヤに十分空気が入っているか
　  チェーンが緩みすぎていないか
　  サドルにまたがって両足が地面に着くか

ポイント

交通災害共済や自転車
向けの保険に加入する

■加入資格　平成29年4月１日に町内に居住し、住民基本台
　帳に登録されている人、加入者の被扶養者で町外に居住す
　る人
■掛金　大人　700円　中学生以下　300円
■共済期間　29年４月１日～30年３月31日
　※  途中加入の場合は、加入日の翌日とする。
■募集期間　29年2月１日㊌～30年３月30日㊎
■申し込み方法　今月号の広報まさきと一緒に配布してい
　る申込書と掛金を受付場所までお持ちください。
■受付場所　
　・役場１階町民課コミュニティ係
　・  税金の出張申告に併せ、各地区の公民館や集会所

問（カーブミラー・交通災害共済）町民課コミュニティ係　☎985-4228（道路・ガードレール）まちづくり課土木係　☎985-4123

１
購入
したら

乗 に

２
運 に

３

　町では、交通事故に遭ったときのための交通災害共済の加

入を受け付けます。

く
、
人
の
命
を
も
奪
う
凶
器
に
も

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
が
数
千
万
円
の
損
害

賠
償
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
歩
行
者

の
延
長
で
は
な
く
「
車
や
バ
イ
ク
と

同
じ
、
私
た
ち
の
命
を
預
け
る
乗
り

物
」だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な

い
た
め
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
―
。

自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
見
直
し
、

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
自
転
車
を
利

用
す
る
全
て
の
人
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
を
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
運
転
免
許
も
要
ら
ず
手
軽
に
、
気

軽
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
自
転
車
。

歩
道
の
走
行
も
許
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
車
両
で
は
な
く
、
歩
行
者
の

延
長
と
い
う
感
覚
を
持
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

　
歩
道
の
走
行
を
許
さ
れ
て
い
る
の

は
、
あ
く
ま
で
も
特
例
で
す
。
車
道

で
の
走
行
が
困
難
で
あ
る
と
き
に
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
軽
車
両
で
あ
る
自
転
車
は
、
私

た
ち
が
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
危
険
な

乗
り
方
を
し
た
り
、
必
要
な
整
備
を

行
っ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
自

分
が
け
が
を
し
て
し
ま
う
だ
け
で
な
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